
• エビ・カニ類、貝類や海藻類：時間経過ととも
に基準値以下へ
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（注）平成23年3月24日～平成26年1月31日までの検査結果を水産庁にて集計。
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http://wwwcms.pref.fukushima.
jp/download/1/shizen25‐
kekka0905.pdf



農林水産物に含まれる放射性物質の濃度水準
○ 農業生産現場における取組等により、農畜産物に含まれる放射性セシウムの濃度水準は低くなっ

ており、２３年度末までの結果と比べ、基準超過の比率も大幅に低下。
○ きのこ・山菜類、水産物では、基準値を超過したものが見られるが、超過割合は減少。

農林水産物の放射性セシウム検査結果（17都県） （平成26年２月28日現在（豆類は３月４日現在）注１）

注1：厚生労働省及び自治体等が公表したデータに基づき作成。「検査計画、出荷制限等の品目・区域の設定・解除の考え方」（原子力災害対策本部決定）で対象自治体としている17都県。水産物は全国集計。
注2：23年度末までの検査において下の基準値を超過した割合。

基準値(平成24年4月～)：100 Bq/kg(茶については浸出液で 10 Bq/kg、原乳については50 Bq/kg。経過措置として米と牛肉は平成24年９月30日、大豆は平成24年12月31日まで500 Bq/kg(暫定規制値))。
なお、23年度末までの茶は、荒茶や製茶の状態で500 Bq/kg超のデータ集計（飲用に供する状態での放射性セシウム濃度は荒茶の概ね1/50）。超過が見られた品目・地域については、出荷制限や自粛など
が行われている。

注3：23年産米は、福島県で行った緊急調査の点数23,247点を含む。24年産米は、福島県及び宮城県の一部地域で行った全袋検査の点数1,037万点を含む。
注4：25年度に検査された24年産の大豆については、24年度の結果に含めている。
注5：超過は１点のみで、汚染した被覆資材の使用による 交差汚染の可能性。

品 目
～23年度末
超過割合注2

24年度
超過割合

25年度 基準値超過品目
上段：25年度、下段カッコ：24年度超過割合 検査点数 基準値超過点数

米注3 2.2 % 0.0008 % 0.0003 % 1,097万 28 米

麦 4.8 % 0 % 0 % 592 0 ―

豆 類 2.3 % 1.1 % 0.4 % 4,908注4 21注4 大豆
（大豆、小豆）

野 菜 類 3.0 % 0.03 % 0 % 18,580 0
―

（ホウレンソウ注5、レンコン、クワイ等５品目）

果 実 類 7.7 % 0.3 % 0 % 4,201 0
―

（ウメ、ブルーベリー、クリ、ユズ、ミカン）

茶 8.6 % 1.5 % 0 % 430 0
―

(茶)

その他地域特産物 3.2 % 0.5 % 0 % 1,613 0
―

（そば）

原 乳 0.4 % 0 % 0 % 1,867 0 ―

肉・卵
（野生鳥獣肉除く）

1.3 % 0.003 % 0 % 179,568 0
―

（牛肉、豚肉、馬肉）

きのこ・山菜類 20 % 9.2 % 2.7 % 7,225 194
野生きのこ、こしあぶら等15品目

(原木しいたけ、たけのこ等 27品目)

水 産 物 17 % 5.6 % 1.5 % 18,834 282
アイナメ、シロメバル、スズキ、ヤマメ等34品目

(アイナメ、カレイ、ヤマメ等56品目)

農林水産物計 3.4 % 0.02 % 0.005 % 1,121万 525
～23年度末検査総数：140,029点

24年度検査総数：1,059万点

70
http://wwwcms.pref.fukushima.jp/download/1/subject.pdf



71
http://wwwcms.pref.fukushima.jp/download/1/subject.pdf

72
http://wwwcms.pref.fukushima.jp/download/1/subject.pdf



73
http://wwwcms.pref.fukushima.jp/download/1/subject.pdf

参考資料

• 今なお、基準値以上のセシウムが検出さ
れるのは、山菜、野生のきのこ、野生動
物、海水魚（底魚）、川魚（天然）など

• 自家栽培であっても、野菜からは
まず検出されない。
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実際には皮をむいたり、ゆでたり、調理してたべることになります
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• 9地域（北海道、岩手県、福島県、栃木県、茨城県、埼
玉県、新潟県、大阪府、高知県)

• 平成24年3-5月
• 一般家庭から陰膳試料収集
• 地域ごとに、乳児（1歳未満）、幼児（1～6歳）、小

児（7～12歳）、青少年（13～18歳）、一般成人
（19～60歳）、高齢者（60歳超の退職者）の 6区分
の男女3名ずつ及び妊婦3名、合計39名の一日分食事

• 福島県は、各区分の3試料を、浜通り、中通り、会津の
3地域からの1名分ずつ

• 試料中の放射性セシウム(Cs-134、Cs-137)及び K-
40を分析し、放射性物質の一日摂取量
（Bq/man/day）及びこの食事を1年間摂取し続けた
時の預託実効線量(mSv/y)を評価

http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/2r9852000002wyf2.html
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平成２5年３月11日
厚生労働省医薬食品局食品安全部発表資料
http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/2r9852000002wyf2.html77

セシウムの被ばく量は
福島より岩手、茨城、
栃木のほうが高かった
…

じゃあ、
周りの県のものも
食べちゃダメって

こと？

平成２5年３月11日
厚生労働省医薬食品局食品安全部発表資料
http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/2r9852000002wyf2.html 78

90％の人は
セシウムの
被ばく量が
0.0016～
0.0091
以下

カリウムの
被ばく量の
平均は
0.214～
0.166

セシウムの
被ばく量の
平均は
0.0039～
0.0012



平成２5年３月11日
厚生労働省医薬食品局食品安全部発表資料
http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/2r9852000002wyf2.htmlから作成
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放射性セシウム年間被ばく量平均
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• セシウムによる被ばく量は極めて少ない

• セシウムが入っていた家庭の食事でも、
カリウム40の被ばく量を合計すると、
全体的には被ばく量が増えるわけではな
い

• 汚染しやすい食品は限定：山菜、野生の
きのこ、野生動物、海水魚（底魚）、天
然の川魚

• 外部被ばくより内部被ばくが大きくなる
ことは、まずない
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• 小学校児童、中学校
生徒全員の検査を行
うことを目標。

• 2011年11月～
2012年2月に１回目

• 2012年9月～11月
に２回目
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http://www.town.miharu.fukushima.jp/soshiki/11/kensakekka‐kouhyo.html

三春町
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１回目



• １回目の検査において、検出限界未満の
児童生徒は全体の1,405名（94％）

• 90名（6％）に、検出限界を超える放射
性セシウムの検出。そのほとんどは体重
１kgあたり20ベクレルを下回った。

• ただし、2012年2月末まで着替えが完全
に行われていなかった。実際には、着衣
の汚染をみていた例が多かったと推測さ
れる
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２回目
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自家野菜、福島県産、福島県外産、水道水、ミネラル
ウォーター等、様々な選択をしていたが、ホールボディカ
ウンターの検査結果には差はなかった。



平成23年6月～平成26年1月

検査結果

預託実効線量

1mSv未満 178,604人

1mSv 14人

2mSv 10人

3mSv 2人

急性摂取シナリオ
適応によるものが

大半 89

• Q

• A

セシウム137を1年間に何ベクレル
摂取すると、1mSvの被ばくをする
でしょうか

約80,000ベクレル
（1日約200ベクレル）

セシウム134、137の存在比や小児への影響も考慮して、
全ての年齢で内部被ばく1mSvを超えない年間セシウム
摂取量は 50,000ベクレル
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ホールボディカウンター検査
で、検出限界以下と言われて
も、ゼロではありませんよね。

だったら、健康影響がある
はずですよね？

1歳未満の赤ちゃん
セシウム137 300Bq

成人
セシウム137 300Bq

約0.010mSv/69年
（10μSv）

約0.011mSv/50年
（11μSv）

検出限界が300Bqの機械で、検出限界以下であった場合、

胸部単純X線写真1回分の6分の1程度
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Health Physics 71, 322 (1996)

500

600 大気圏内核実験の
総規模（メガトン）

UNSCEAR 2000 REPORT 
Vol.I: Annex Cより改変

http://www.fukkousien‐zaidan.net/reserch/index.html94
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• 放射性セシウム検査で、1mSvを超える人は、福
島産の食材を食べている人でもほとんどいない

• ほぼ検出限界以下（検出限界300Bqとして）

• 福島県産の食材を選んだ人と、県外産の食材を選
んだ人で、差はなかった

• 水道水の人、ペットボトルの水の人でも、
差はなかった

• 規制を気にせず、何でも無制限に、継続的に食べ
ている人でも、1～3mSv程度にとどまる

• 時を追ってみると、線量は減少傾向
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規制値とリスク

一度に
100mSv

徐々に
100mSv

1／5

20mSv

1／100

1mSv 96

規制値を超えたら、崖があると思いが
ちだが、、、医学的には一度に100mSv
の被ばくの先になだらかな下り坂



• 個人線量計データや食品のデータでは、ほとんど

の地域で、目標値に比べて十分に低い

• 実際は、ほぼ生涯10mSv以下と見込まれている

• 市場の流通食品や自家栽培の「野菜」ならば、

健康影響のあるレベルの内部被ばくをする可能性

は考えられない

• 放射線によるリスクのみを

特別扱いして、その他の

リスクを高めてしまわない

ように、バランスをもった

判断が求められている
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